これ を 身請けす る。 深 川に かくれな き 黒 江 町に 殿 を 建 

て、 目算 御殿と なぞらえて、 附き 添う 封 e 間 は 誰々 ぞ、 

一蝶 民 部に 角 蝶 や (下略) ハ ァホ、 大尽 舞い を 見さい 

ナ」 

で、 その 奈良屋 茂左衛 門が まだ 浦里 を 身請けし ない 

前の、 ある 春の 日の ことで あつたが、 取り巻 を 連れて 

吉 原の 新 町の 揚屋で 飲んで いた。 

一蝶の 作った 花見の 唄 を、 巿川撿 校が 節附 けして、 

進藤撿 校の 琵琶に 合わせ、 たった今 唄った その後 を 雑 

談に 耽って いるので あった。 

「この 泰平の 世の中に、 不思議の ことがある もの じ や 



彼 は 心が 落ち着かな いのであった。 

それに 近頃 若い 男が、 彼に 楣 突いて 浦里の もとへ、 

しげ しげ 通って 来る という、 厭な 噂 も 耳に したので 彼 

は 益 M 焦心した。 

「仮り にも 俺に 楣突 こうと いう 者、 紀 文の 他に はない 

害 だ」 

そやつ 

いったい 其奴 は 何者であろう？ 自尊の 強い 性質 だ 

こいがたき 

けに まだ 見ない 恋敵に 対しても、 激しい 憤り を 感じ 

るので あった。 

奈良 茂の 機嫌が 悪い ので、 半 兵 衛ゃ民 部 は 心 を 像 め、 

いろいろ 道化た ことな ど を 云つ て 浮き立た せようと す 



まわり 

るので あつたが、 周囲が 陽気に なれば なるほど 彼の 心 

は 打ち沈んだ。 酒ば かり 煽って 苦り切つ ている。 

.5 かく 

一 蝶 や 其 角 は 取り巻と はいつ て も 一 見識 備えた 連中 

だけに、 民 部 や 半 兵衛が 周章て るよう に は 二人 は 周章 

て はしなかった。 

「金の 威力で 自由にしょう としても、 自由に ならない 

もの も ある。 女の 心な ど はまず それ だ。 自由に ならな 

いから 面白い とも 云える。 それ を 怒った では 野暮と い 

う もの だ」 心の中で はこん なよう にさえ ひそかに 考え 

ている のであった。 

佐々 木 玄龍は 所用 あ つ て 今日は 座席に は 来て いな 



なまめ 

灯り、 艷 かしい 春の 夜と なった。 

今日は 一 度 も 浦里 は 座敷へ 顔 さえ 出さなかった。 奈 

良 茂の 機嫌 は 益 M 傾き 民 部 や 半 兵衛の 追従 口 もどう す 

る こと も 出来なかった。 

ちょうど この 夜の 丑満 時の こと、 隅 田 川に 沿った 駒 

形の 土手 を、 静かに 歩いて 行く 三人 連れが ある。 紅 縮 

きらび は 

緬で 覆面 をし 燥 やかの 大小 を 落とし 差しに 佩き、 悠 

然と 足 を 運ぶ 様子に、 腕に 自信の ある ことが 知れる。 

真っ先に 進む は 若衆と 見えて 句う ばかりの 振り袖に 

紅の 肌着の 袖口 長く、 茶 宇の 袴の 裾を曳 き、 気高い 態 



らず、 今夜 再び 現われ出で、 押し借りの 悪行 を 働く と 

は 天 を 恐れぬ 業 人 ばら。 今宵 こそ 容赦 致さぬ ぞょ」 

ひし 

若衆の 声 は 凛々 と 響き、 鬼 を も 挫ぐ 勢いが ある。 

ひとしきり 

白 縮緬の 一 群 は、 気 を 呑まれて 一 剎那 静まった が、 

権 を 笠に 着て 盛り返した。 

「この 御 乗り物に 在す お 方 を、 何ん と 心得て 雑言す る 

ぞ！」 

めろう 

「女郎 一 人に 犬 一 匹 を、 大丈夫た る 者が 恐れよう や。 

馬鹿な 事 を！」 と、 朗らかに、 若衆 は 笑って 肩 を聳ゃ 

ゝ」 o 

力 19 

「や あ 源氏 太 郎様を 犬と い つ たな！」 



助け たれ ど、 今宵 は 一 人も遁 がさぬ ぞょ」 

刀の 束に 手 を 掛けた まま じりじりと 詰め寄った。 若 

衆 一 人に 詰め寄 せられて 白 縮緬 組の 十 人の 者 は 次第 次 

あとじ 

第に 後退 さり、 既に 駕籠から 離れよう としたが、 いい 

甲斐な しと 思った か、 颯と 一 人が 切り込んで 来た。 

「天罰！」 

と 鋭い 若衆の 声。 流星 地上に 落ちる かと 見えた の は 

抜き打ちに 払った 刀の 閃めき で、 「あつ！」 と 叫んだ の 

は 切り込んで 行った 武士。 悉く それが 同時であった。 

生死 は 知らず 地上に は 一 人 俯向きに 仆れ ている。 

「n^t- の 仗 ！ 」 



杯まで 呑んで 見た が、 酔い も 醒めなければ 名案 も 出な 

ヽ o 

レ 

ほの 

仄かな 暁の 蒼 褪めた 光が 戸の 隙間から 射し 込んで 来 

て、 早出の 花売りの 触れ 声が 聞こえる 時分に なって い 

たが、 彼の 苦吟 は 止まなかった。 

「余人なら ともかく 一蝶と 来たら、 あれで なかなかの 

文章 家 だからな。 変な 下手な 句 は 見せられぬ」 

こんな こと を 心で 思ったり して 益 M 彼 は 考え込んだ。 

その 時に わかに 隣り の 室へ、 人が はいって 来たらし 

く、 ひそひそ 話し合う 気勢が する。 

「こいつ はどう も 面白くない。 隣り の 室で 騒がれた ひ 



て ある。 

うらみ 

r 慶 安の 巨魁 由 井 正 雪の 孫、 幕府に 怨恨 を 含む 所 あり、 

巿 中に 出で て 婦女子 を 害す。 追窮 されて 遊里に 忍び、 

遂げられざる を 知って 自殺す 云々」 と。 しかし、 自害 

した 真の 原因 は、 お伝の 方の 美貌に 魅せられ、 大丈夫 

の 魂の 鈍った こと を 悲しんだ からに 相違ない。 

浦里のお 千代 は、 兄と 共々、 深夜に 廓 を 抜け出して、 

巿中を 横行した 当時の 覇気 を、 兄の 死と 一 緒に 封じ込 

み、 ただ 貞節の 妻と して 奈良 茂に 仕えた という ことで 

あった。 
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